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第1752回例会
令和５年３月30日（18：30～19：30）

○ソング
　◦四つのテスト
○スマイルBOX
　◦高畠裕会長（先日のIMに参加された皆様お疲れ様でした。また、本日は会長エレクト研修会報告として、

佐藤会長エレクト報告ありがとうございました。）
　◦佐藤幸彦会長エレクト（会長予定者研修会のPETS報告をさせていただきました。皆様のご協力ありがとう

ございました。）
　◦矢田部錦四郎会員（誕生日お祝いありがとうございました。大病はしましたが、なんとか69才になりまし

た。）
　◦永野文雄会員（会長エレクト、佐藤幸彦会員、PETSご苦労様でした。次年度期待しております。鈴木浩一

郎会員、バリューボルドー受賞おめでとうございます。）
　◦金田昇会員（先週の県南分区のIMは楽しく参加できました。佐藤幸彦会長エレクト、村上幹事エレクト、

いよいよスタートラインですね。がんばってください。）
　◦吉成真五郎会員（先日のＩＭのアトラクションで広戸川の吟醸を頂きましたのでスマイルします。）
　◦運天直人会員（ＩＭお疲れ様でした。職業奉仕の為、参加できませんでしたのでとりあえずスマイルいたし

ます。また、佐藤会長エレクト、お誕生日おめでとうございます。）

県南分区IM　3月26日（日）

A  出席免除を受けていない正会員数 ５２名

B  出 席 免 除 の 適 用 正 会 員 数 １４名

T  全 正 会 員 数 ６６名

C  Ⓐの出席者数 ２５名

D  Ⓐのメイクアップ 者数 ３名

E  Ⓑ の 出 席 者 数 １０名
G ＝ Ⓒ ＋ Ⓓ ＋ Ⓔ

（メイクアップ補填後の出席会員数） ３８名

H ＝ Ⓣ － （ Ⓑ － Ⓔ ） ６２
I ＝ Ⓖ ／ Ⓗ × 1 0 0

（例会出席率） ６１．２％

第1752回例会出席状況� （R５年３月30日)

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300



本日のプログラム
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■会長の時間 高畠裕会長
　皆さん、こんばんは。白河地方も、
早い場所ではもう桜が満開になるな
ど、いよいよ桜の季節が来たなという
ふうになってまいりました。そんな
中、先日26日の日曜日にＩＭが須賀川

の地で開催されました。我がクラブからは16名のメン
バーで参加をしてまいりました。今、皆さんの目の前
にあります「う米めん」というものがお土産として配
られました。これは須賀川ぼたんロータリークラブの
メンバーの方の会社で「アルファ電子」さんという会
社が作ってるものだそうです。米粉で作ったうどんと
いうことで、皆さん是非召し上がっていただければな
と思います。ということで、まず初めに先日のＩＭに
関して簡単に皆さんに内容をご説明させていただけれ
ばなと思っております。午前中に新人研修セミナーが
ありまして、そちらのほうに十文字会員、石川会員、
そして新しく入会しました長会員が出席されました。
その間、私と車田幹事は会長幹事会のほうに参加をさ
せていただき、それぞれ別々に行動させていただきま
した。会長幹事会は、次年度の分区ガバナー補佐であ
ります白河南ロータリークラブの佐藤靖一さんがとい
うお話と、それからその次のガバナー補佐も6月いっ
ぱいまでに決めましょうというようなお話がありまし
た。こちらは白河ロータリークラブのほうから排出さ
れる予定であり、それは次の会長幹事会で発表になる
と思います。その後、ＩＭのほう始まりまして、こち
らは二部構成になっておりました。一部がクラブ活性
化を志す各会長の思い、活動報告ということで、我々
のほうのクラブは簡単に説明しますと、ＣＫＢ、米沢
中央さんとの合同例会、ガバナー公式訪問時における
歓迎会の開催であったり、先日行われました食育事
業。そして、コミネスをお借りしました白河西ロータ
リークラブプレゼンツ音楽の祭典。その他に、中央中
への楽器寄贈だったり、国際奉仕委員会によるウクラ
イナの現状を聞いた上での大使館を通しての寄付。あ
るいはトルコ支援の地震に対しての皆さんからいただ
いた寄付金の贈呈。そして、歴史文化愛好会による小
松寅吉さんなど石工が多いということで、狛犬巡りを
させていただいた活動。県南分区8クラブあったんで
すが、その中でも手前味噌ではありますが、我がクラ
ブが本当に実の多い実りのある数多くの事業をされて
るなということが感じられました。また、他のクラ

ブでも古着でワクチンみたいな感じのタイトルで、30
キロ入るほどの古着を入れる袋を3,300円で購入し、
それをクラブの皆さんで着ない古着をそこに詰めて送
ると、一人当たりが5人分のワクチン分を寄付したと
いうふうな形になるような、そういった取り組みをさ
れてるところもありました。ということで、本当に白
河西ロータリークラブの活動が表立って評価されるよ
うな一部の内容でございました。第二部には、記念講
演と題しまして元日本弁護士会連合会の会長でありま
す荒中（あらただし）様の記念講演ということで、こ
の方は今、仙台のほうで法律事務所を開いていらっし
ゃいますが、もともと相馬市出身ということで、今回
子供たちに対して演題は「子供（障がいのある子を含
む）の法的支援と支える人々の危機管理」という題名
で、現在の日本のおける状況だったり、あるいはそう
いった子供たちに対しての犯罪であったりということ
のお話をされていただきました。その中でも少年犯
罪、こちらが2001年頃は60万件あったものが、今現在
では1万6千件に減少していますということのお話があ
りました。しかしながら、弁護士さんの介入する頻度
は逆に増えているんですよというお話があったり、あ
るいは障害を持ってるお子さんがパニックなどを起こ
して事件に発展した場合、それを誰が責任を取るのか
などというようなお話がされまして、我々にできるこ
とは何なのかとか、そういった部分のお話をしていた
だきました。また、あと40歳から64歳までの引きこも
りがやっぱり60万件あったりということで、いじめも
60万件ということで、なんか60万件すじが結構多いの
かなというふうな感覚がありましたということはお伝
えしておきたいと思います。我々がそういった子供た
ち、被害者もそうですが逆に事件を起こしてしまった
子供たちをどういうふうに対処していくのかというこ
とで、やはり最初の初動が大切であろうというような
お話をして、それを我々は今何が起きていて、それを
事実をどのように把握して正確な事実と共にその問題
点をどうやって解決するのかということを慎重に考え
て、誰がどのような責任を持って背負っていったらい
いのかということを考えることが、より良い結果に繋
がるのではないかというようなお話をしていただきま
した。その後懇親会のほうに移ったわけですが、久し
ぶりに懇親会もアトラクション付きということで大変
盛り上がって、我がクラブも結構商品をいただいてき
た方が沢山いらっしゃったということをご報告させて
いただきたいと思います。来年もまたＩＭが開催され
ますし、皆さんいろいろ行けば為になることもありま
す。是非、また次回のＩＭにも参加をしていただけれ
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ばなというふうに感じております。それから、今日の
例会のお話は佐藤会長エレクトが先日行われたＰＥＴ
Ｓのお話だと思うんですが、こちらの報告をしていた
だけるということで大変楽しみにしております。一年
前、私もこういう場でＰＥＴＳに参加したお話をさせ
ていただいた状況がございます。まあＰＥＴＳといっ
てもですね、これPresidents-Elect Training Seminar
の略でＰＥＴＳというふうに言ってるようであります
が、やはり会長になるための勉強会ということで、大
変お忙しい中で行っていただいた佐藤会長エレクトに
は本当に心から感謝を申し上げると共に、いよいよそ
ういった佐藤・村上年度に近づいてきてるんだなとい
う部分で、ちょっと私も肩の荷が少しづつ降りてきて
るような時期になってまいりました。あと2か月間は
頑張って継続させていただきたいと思います。皆さん
から一年間本当によくやったなと言ってもらえるよう
な6月末を迎えられるように頑張っていきたいと思い
ます。今日は佐藤会長エレクトのお話を聞きながら、
一年前の私をこんな感じだったんだろうなということ
を思いだしながら報告を聞かせていただければなとい
うふうに思っております。ということで、本当にこれ
から皆さんもお忙しい中ではあると思いますが、今後
ともクラブのほうに参加をしていただき、研修あるい
はそういったＩＭなどにも進んで参加をしていただけ
ることをお祈りして、私から会長の時間として挨拶と
させていただきます。

■本日のプログラム
会長エレクト研修報告会
◦佐藤幸彦会長エレクト

　皆さん、こんばんは。それでは、先
日行われましたＰＥＴＳ、会長エレク
ト研修会の報告をさせていただきたい
と思います。その前にですね、わたく
し事で大変恐縮なんですが、本日わた

くし誕生日でございまして、ありがとうございます。
そんな拍手いただけるなんて、ありがとうございま
す。64歳になりました。10代の頃、60歳超えてる人、
または還暦で赤いちゃんちゃんこ、赤い頭巾をかぶっ
た人を見ると、いやー爺ちゃんだなとかって思ってた
んですけども、いざ自分がなってみるとそうでもない
んじゃないかなと思ってるんですが、今現時点で10代

■幹事報告 車田裕介幹事
◦国際ロータリー：ブランドニュース2023年3月
◦ガバナー　佐藤正道、公共イメージ・IT委員長　町田

晃：ロータリー証に向けたマイロータリー操作手順につ
いて

◦公益財団法人 米山梅吉記念理事長　松村友吉：賛助金ご
入金のお願い

◦県南地域人材育成推進協議会会長　鈴木俊雄：令和4年
度県南地域人材育成推進協議会臨時総会の書面開催結果
について（通知）

◦白河赤十字奉仕団委員長　安澤荘一：令和5年度白河赤
十字奉仕団総会の開催について

◦須賀川ロータリークラブ会長　藤田元、創立60周年記念
事業実行委員会委員長　渡辺達雄：須賀川ロータリーク
ラブ創立60周年記念式典のご案内

◦福島民報社：新生「白河実業高校」開講記念特集 広告協
賛のお願い

◦福島県クリーンふくしま運動推進協議会 県南地域協議会
清算人　山下勝弘：福島県クリーンふくしま運動推進協
議会の解散について（通知）

◦白河市国際交流協会会長　内藤義久：「白河市国際交流
協会会報Vol.24」の送付について

◦（社法）優樹福祉会オープンハウス白河：広報誌「オー
プンハウスだよりNo,31」送付について

◦日本事務局財団室：財団NEWS 2023年4月号
◦ガバナー　佐藤正道、ガバナーエレクト　右近八郎：会

長会開催のご案内
◦地区研修・協議会実行委員長　古俣猛：国際ロータリー

第2530地区 2023－24年度研修・協議会開催のご案内

20代の方から私を見ると、やっぱり爺様に見えるのか
なと思った次第でございます。ＰＥＴＳの報告をさせ
ていただきたいと思います。3月4日、場所は福島市の
「ウエディングエルティ」で行われました。次年度ガ
バナーの方針で一切書類は配りませんと。すべてこう
いうスクリーンの中で映された中での説明会でござい
ました。次年度のガバナーは、毎月皆さんお手元にあ
るガバナー月信来てると思うんですけど、来年度から
はそれも一切配布しないと。すべてホームページもし
くはインターネットから、ご自分でプリントアウトし
てくださいという方法に変わるそうでございます。目
的は、資源保護とか経費節減のためのペーパーレス化
を推進していきたいというのが、次年度ガバナーの話
でございました。
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◦次年度幹事 村上堅二会員
　皆さん、こんばんは。去る3月11日、
東日本大震災の日に、研修委員会セミ
ナーというものに参加させていただき
ました。今回のは、次年度のお話の中
で一番大きな話は先程お話が何度かあ

ってるんですけどもＣＬＰということですね。ＣＬＰ
って何だろうなと思ったら、クラブリーダーシッププ
ランということです。簡単な内容でいうと、今のクラ
ブでいいのかどうかということをもう一度再確認しよ
うということなんですね。実は、先程次年度会長から
も話があったとおり、クラブの会員数が非常に減って
おります。世界はロータリーって非常に人数は増えて
いるんですけども、国内が非常に減っております。日
本でいうと、1996年がピークで12万9千人、約13万人
います。昨年度が、8万3千人になりました。そして、
この2530地区においては一番多い時が1997年3238人。
現在が2200人という形になっております。非常にその
人数が減っている中で、その委員会等々そういったい
ろんな委員会が、そのクラブで合ってるのかどうかを
もう一回考えましょうということが大きな題目であり
ました。そのＣＬＰという形、その内容に沿って逆に
いうともう一度細則を考えましょうと。その細則は例
会で変更はＯＫですから、是非皆さんその辺の考えを
知っていただいて、クラブの委員会の数、行事、継続
事業ですね。継続事業というのは、基本的にはどうし
ても委員会が少ないところであれば、ほとんどそれだ
けで一年間終わっちゃうようなものになるので、それ
をこれから継続事業というものをもう一度考えましょ
うという話もありました。それから、ロータリーも実
際その会員増強会員増強って言ってるのは、本当に
今、存続できるかどうかというふうなクラブも多々あ
ります。そのクラブに対してどういった方法を取れば
いいのか。もう一回クラブの内容を全部変えていくの
かどうか。その辺も進めていきたいなというところが
あります。地区としては、それを人数に応じてクラブ
の内容を変えていってくださいというふうな話が多々
ありました。多くはやはり会員増強でしたね。とにか
く、その会員を増やしましょうと、仲間を増やしまし
ょうということを言っておりました。西のほうは、現
状非常に会員数が多いんですけれども、本当に少ない
ところは1名という会員のクラブもあります。存続と
いうか、もう本当にそのクラブ自体がやっていないよ
うな状態になってるとこがあるそうです。やはり、そ
の人数少ないなりに頑張っているとこもありますけど
も、そういうとこってやはりいろんな内容を変更して

開催しなければ、もうこれから存続できないだろうと
いう話になりました。幸いに西のほうは人数も多いの
でいろんな活動ができるかと思いますけども、できる
だけ人数を更に増やしていただいて、ロータリー活動
を理解していただいて、一緒に活動できるようにして
いただくように新しい会員を募集していただきたいと
いうふうな話がありました。

◦金田昇会員
　先程、佐藤エレクト、次年度会長予
定者の方、研修セミナーお疲れさまで
した。中で、右近八郎次年度ガバナー
のお話が出ました。非常に個性的な方
で、ペーパーレスとか非常に先進的な

事をどんどんやる方です。ガバナー月信なんかはペー
パーレスなんですけども、ただ私の個人的な他のパス
トガバナーなんかともお話させていただきましたとこ
ろ、やはりそれで置いてけぼりをくらう方がいらっし
ゃったり、読めなかったりという方がいらっしゃるの
で、クラブとしてはその配信したものをプリントアウ
トするとかして配るとか、工夫しながらやっていきた
いなというふうに思いますし、次年度会長さんにもそ
れをお願いしたいと思います。次年度、私も地区の会
員増強の委員会に配属になることになりました。その
会員増強、大変だ大変だと言ってますけども、まず会
員増強、数ではなくて内容をしっかり楽しいクラブを
作ることが会員の増強のためになるんだよということ
を声高に話しております。そういう意味でいうと、白
河西ロータリークラブのような楽しくて有意義なクラ
ブが会員が増えていくのは当然なので、白河西ロータ
リークラブをどんどんＰＲしながら、モデルとして参
考にさせていただけるようにしていきたいなというふ
うに思っております。地区の執行者として、次年度の
会長さんと幹事さんと一緒にやりながら、皆さんにい
ろんな情報、またわかりやすいクラブ運営に努めてい
きたいと思いますので、よろしくお願いします。

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　　　yoshida@shirakawa-cci.or.jp
facebook　　　　　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/


